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４
月
14
日
、
熊
本
で

震
度
７
の
地
震
が
発
生
。

そ
の
後
も
大
き
な
揺
れ

が
続
き
、
九
州
地
方
で

は
、
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
5
月
11
日

現
在
、
49
人
が
犠
牲
と

な
り
約
1
万
2
千
人

が
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

板
橋
か
ら
4
年
前
、

熊
本
に
転
居
し
た
横
田

ふ
み
子
さ
ん
か
ら
話
し

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
住
宅
が
倒
壊
し
多
く

の
人
た
ち
が
学
校
で
避
難

生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た

が
、
4
月
21
日
の
大
雨
の

影
響
で
、
校
庭
に
亀
裂
が

入
り
、
避
難
所
ま
で
も
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
横

田
さ
ん
は
「
現
在
は
小
学

校
か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
離

れ
た
妹
宅
で
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
最
初
の
大
き
な

揺
れ
の
あ
と
も
携
帯
の
緊

急
速
報
が
鳴
り
続

き
ま
し
た
。
眠
れ

な
い
日
々
が
続
き

ま
し
た
が
、
家
族

や
友
人
か
ら
電
話

や
メ
ー
ル
で
激
励

の
言
葉
を
も
ら

い
、
今
は
元
気
に

な
り
ま
し
た
」
と

話
し
ま
す
。

板
橋
区
が
被
災

地
へ
救
援
物
資

を
届
け
る

板
橋
区
は
、
4

月
17
日
に
災
害
協

定
を
結
ん
で
い
る

社
団
法
人
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協
会
板

橋
支
部
の
協
力
を

得
て
、
給
水
袋

3
万
枚
、
生
理

用
品
2
1
0
0
枚
、
タ

オ
ル
5
0
0
0
枚
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
1
0
0
0

枚
、
毛
布
2
0
0
0
枚
、

ミ
ル
ク
3
0
0
缶
、
水

3
0
0
0
リ
ッ
ト
ル
を

支
援
物
資
と
し
て
熊
本
に

運
び
ま
し
た
。

ま
た
4
月
25
日
に
、

熊
本
県
大
津
町
へ
エ
ア

マ
ッ
ト
1
0
0
0
枚
、

間
仕
切
2
0
0
枚
を
輸

送
。
同
町
へ
は
、
5
月

9
日
か
ら
6
月
2
日

ま
で
延
べ
21
人
を
派
遣
し

ま
す
。

区
議
団
が
救
援
募
金

を
直
ち
に
被
災
地
へ

日
本
共
産
党
板
橋
区
議

団
は
、
4
月
21
日
に
大

山
駅
（
南
口
）
で
被
災

地
救
援
の
た
め
の
募
金

を
訴
え
ま
し
た
。
他
に
も

区
内
各
駅
頭
な
ど
で
約

1
1
4
万
円
の
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
4
月

28
日
に
熊
本
県
庁
・
熊
本

市
役
所
・
益
城
町
仮
庁
舎

へ
救
援
募
金
を
直
接
届
け

ま
し
た
。

川
内
原
発
は
、

今
す
ぐ
停
止
を

大
き
な
被
害
を
受
け
た

熊
本
県
の
隣
に
位
置
す
る

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
の

川
内
原
発
は
、
全
国
で
唯

一
稼
働
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
政
府
に

対
し
て
川
内
原
発
１
・
２

号
機
の
即
時
運
転
停
止
を

求
め
て
い
ま
す
。
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春
は
、
別
れ

と
出
会
い
の

季
節
。
地
域

の
小
中
学
校

で
の
卒
業
式
・

入
学
式
に
参

列
す
る
と
実

感
す
る
。
▼
卒
業
式
で
の

子
ど
も
た
ち
は
、
学
び
舎

で
の
思
い
出
を
語
り
、
別

れ
に
涙
す
る
。
翌
月
の
入

学
式
で
は
、
卒
業
式
で
の

表
情
と
は
違
い
、
期
待
と

不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
、

緊
張
し
た
面
持
ち
。
た
っ

た
数
週
間
で
あ
る
が
、
子

ど
も
た
ち
は
確
実
に
成
長

し
て
い
る
。
別
れ
は
決
し

て
悲
し
み
だ
け
で
は
な
い
。

新
た
な
出
会
い
の
可
能
性

を
広
げ
る
。
し
か
し
そ
れ

は
、
経
験
し
た
か
ら
思
う

の
で
あ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
そ
の
時
々
を
思

い
の
ま
ま
に
感
じ
て
ほ
し

い
。
▼
道
徳
の
教
科
化
が

始
ま
る
。
人
間
性
の
一
律

化
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
教

育
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち

が
の
び
や
か
に
豊
か
な
感

情
や
感
性
を
育
く
む
こ
と

が
で
き
る
教
育
を
願
う
。   

                       

（
竹
内 

愛
）

集
会
所
は
区
民
に
と
っ

て
最
も
身
近
で
大
切
な
施

設
で
す
。

4
月
12
日
、
区
民
環

境
委
員
会
が
開
か
れ
、
山

中
児
童
遊
園
内
集
会
所
・

前
野
町
3
丁
目
集
会
所

の
存
続
を
求
め
る
陳
情
が

自
民
・
公
明
・
民
進
の
主

張
で
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
区
は
「
代
わ
り
の
施

設
が
あ
る
」
と
廃
止
理
由

を
上
げ
ま
す
が
、
住
民
が

求
め
て
い
る
の
は
、
今
あ

る
場
所
で
の
集
会
所
の
存

続
で
、
何
百
メ
ー
ト
ル
先

の
施
設
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。区

の
計
画
は
、
集
会
所

全
体
の
3
割
23
ヶ
所
の

廃
止
で
す
が
、
今
す
ぐ

廃
止
さ
れ
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
17
か
所
が

今
後
3
年
を
か
け
て
順

次
廃
止
さ
れ
る
予
定
で

す
。
そ
の
他
は
5
年
10

年
先
の
話
で
す
。

し
か
も
跡
地
を
ど
う

す
る
の
か
さ
え
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
の
段

階
で
議
会
が
集
会
所
の

存
廃
に
つ
い
て
決
定
す

こ
れ
ま
で
審
議
が
継
続

さ
れ
て
い
た
「
い
こ
い
の

家
の
入
浴
事
業
廃
止
の
方

針
を
見
直
す
こ
と
を
求
め

る
陳
情
は
、
自
民
・
公
明
・

市
民
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
4

月
12
日
の
健
康
福
祉
委
員

会
で
不
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

い
こ
い
の
家
は
、
老
人

福
祉
法
に
基
づ
き
、
60
歳

以
上
を
対
象
に
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
と
介
護
予
防

と
し
て
、
区
内
14
ヶ
所
に

設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

入
浴
設
備
や
娯
楽
室
が
あ

り
多
く
の
高
齢
者
が
利
用

し
て
来
ま
し
た
が
、
お
風

呂
は
、
来
年
4
月
か
ら
全

て
廃
止
と
な
り
ま
す
。

区
は
、「
本
当
に
困
る
区

民
に
対
し
て
は
代
替
え
の

施
策
を
行
う
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
銭
湯
の
な
い

舟
渡
地
域
で
は
、
敬
老
入

浴
券
を
北
区
の
銭
湯
で
使

え
る
よ
う
に
し
た
と
い
っ

て
も
、
従
来
の
い
こ
い
の

山
中
児
童
遊
園
内
集
会
所
・
前
野
町
3
丁
目
集
会
所
の
存
続
を
求
め
る
陳
情

入
浴
事
業
存
続
求
め
た
陳
情
が
不
採
択
に

家
か
ら
は
遠
く
、
と
て
も

通
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
70

歳
以
上
を
対
象
と
す
る
敬

老
入
浴
事
業
は
、
代
替
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

ま
だ
改
築
5
年
ほ
ど

の
清
水
い
こ
い
の
家
に
つ

い
て
、「
他
に
利
用
で
き

る
道
を
検
討
す
る
」
と
言

い
ま
す
。
小
林
お
と
み
区

議
は
「
利
用
実
態
を
よ
く

見
て
、
ぜ
ひ
見
直
し
を
」

と
迫
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
代
替
策

に
つ
い
て
「
今
後
の
検
討
」

と
い
う
答
弁
が
繰
り
返
さ

れ
ま
し
た
。
代
替
策
も

確
立
さ
れ
な
い
ま
ま
、

不
採
択
を
主
張
し
た
議

員
は
「
区
は
廃
止
の
方

向
は
変
わ
ら
な
い
。
新

年
度
予
算
は
執
行
し
て

い
る
」
と
意
見
し
ま
し

た
。
か
な
ざ
き
文
子
区

議
は
「
高
齢
者
福
祉
の

観
点
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
事
業
で
あ
り
、
廃
止

あ
り
き
の
姿
勢
は
自
治

吉田豊明区議

こ
れ
で

い
い
の
か
⁉
　
自
民・公
明・
民
進
の
反
対
で
不
採
択

—
日
本
共
産
党
は
採
択
主
張
体
と
し
て
逆
行
し
て
い
る
」

と
採
択
を
求
め
ま
し
た
。 前野町三丁目集会所

べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

住
民
の
運
動

が
大
き
く
な
れ

ば
、
区
も
議
会

も
無
視
で
き
ま

せ
ん
。
吉
田
豊

明
区
議
は
、「
集

会
所
の
廃
止
は
、

ま
だ
手
も
付
い

て
な
い
段
階
。
存
続
を

求
め
る
住
民
の
運
動
の

盛
り
上
が
り
が
今
何
よ

り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
運
動
こ
そ
が

重
要
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

ねばりづよく声あげよう
区の「公共施設等の整備に関するマスタープラン」が昨年発表され、利用者から施設存続や有料化やめての声

が区議会に寄せられています。区の計画は、488 の公共施設の今後 50 年間の更新経費縮小のため、「総量２割
削減」を前提に施設の削減・縮小・廃止・統合を行うものです。施設の複合化にあわせた開発もそのねらいです。

蓮根いこいの家

い
こ
い
の
家
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学
校
跡
に
マ
ン
シ
ョ
ン
?!「
旧
大
山
小
学
校
の
跡
地
活
用
」

2
0
1
5
年
10
月
に

「
高
島
平
地
域
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

区
の
計
画
は
、「
旧
高

七
小
跡
地
を
含
む
区
有
地

の
再
整
備
基
本
計
画
」
と

高
島
平
１
～
９
丁
目
と
い

う
大
規
模
な
範
囲
を
対
象

と
し
た
「
全
体
構
想
」
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

面
10
年
間
は
、
区
有
地
の

再
整
備
と
都
営
三
田
線
高

架
下
と
高
島
平
緑
地
の
整

備
が
中
心
で
す
。

区
有
地
の
再
整
備

図
書
館
や
区
民
館
な
ど

６
つ
の
公
共
施
設
を
1
カ

所
に
寄
せ
集
め
、
空
地
と

な
る
図
書
館
跡
、
旧
高
七

小
跡
に
大
規
模
な
商
業
施

設
、
も
し
く
は
高
層
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
を
誘
致
し
ま

す
。そ

の
中
に
、
需
要
の
高

い
高
齢
者
施
設
や
保
育
施

設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

の
検
討
は
、
高
島
平
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
中
で
行

う
と
し
て
い
ま
す
。
計
画

の
詳
細
は
、
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

住
民
が
利
用
し
て

き
た
所
は
ど
う
な

る
？

学
校
の
校
舎
も
体
育

館
も
壊
し
て
更
地
に
な
り

ま
す
。
少
年
野
球
や
サ
ッ

カ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

剣
道
な
ど
多
く
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
利
用
し
て
き
ま

し
た
。

新
た
な
計
画
に
は
、
体

育
施
設
も
グ
ラ
ン
ド
も
あ

り
ま
せ
ん
。
耐
震
が
Ｄ
ク

ラ
ス
の
体
育
館
を
未
耐
震

の
ま
ま
貸
出
す
の
も
、
計

画
優
先
の
姿
勢
の
現
わ
れ

で
す
。

児
童
数
の
減
を
理
由
と

し
て
2
0
1
3
年
度
末
で

廃
校
と
な
っ
た
旧
大
山
小

学
校
の
跡
地
に
マ
ン
シ
ョ

ン
を
建
設
す
る
こ
と
が
企

画
総
務
委
員
会(

４
月
12

日)

で
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

旧
大
山
小
学
校
は
、
４

割
が
区
有
地
、
６
割
が
民

有
地
で
す
。
廃
校
後
、
区

有
地
と
民
有
地
を
一
体
的

に
活
用
し
、
福
祉
や
教
育

な
ど
公
共
的
施
設
を
誘
致

す
る
た
め
の
民
間
事
業
者

を
公
募
。
そ
の
際
、
住
民

要
求
で
あ
る
屋
内
避
難
施

設
、
公
開
空
地
、
備
蓄
倉

庫
、
地
域
の
防
災
訓
練
へ

の
協
力
を
必
須
項
目
と
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
土
地
代
が

高
い
こ
と
な
ど
の
理
由

で
、
事
業
者
の
手
が
上
が

ら
な
い
ま
ま
、
民
有
地
の

所
有
者
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
相
続
者
の
事
情
で

マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
に
売
買

さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
事
業
者
と
交
わ
す
覚

書
の
締
結
に
は
、
住
民
要

求
の
必
須
項
目
は
保
障
で

き
ず
、
事
業
者
に
お
願
い

す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
。マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ

れ
れ
ば
、
当
然
、
子
ど
も

が
増
え
ま
す
。
実
際
に
、

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、
児

童
数
が
増
加
し
た
金
沢
小
、

成
増
小
、
成
増
ヶ
丘
小
で

は
、
校
舎
を
増
築
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
区
教

委
は
さ
ら
な
る
学
校
統
廃

合
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。山

内
え
り
区
議
は
、「
高

齢
者
施
設
や
保
育
園
な
ど

を
望
む
住
民
の
意
向
が
強

か
っ
た
の
に
、
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
と
な
っ
た
こ
と
は
、

区
の
姿
勢

が
問
わ
れ

る
。
こ
の

教
訓
が
活

か
さ
れ
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
。」

と
語
っ
て

い
ま
す
。

開発計画に前のめり

学
校
廃
校
後
10
年
、

住
民
の
思
い
か
ら

遠
ざ
か
る

旧
高
七
小
廃
校

(

2
0
0
7
年)

後
、
町

会
・
自
治
会
な
ど
の
住
民

参
加
の
「
跡
地
活
用
協
議

会
」
を
経
て
、
2
0
0
9

年
に
「
シ
ニ
ア
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
構
想
」
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
協
議
会
の
思

い
か
ら
大
き
く
離
れ
た
構

想
で
、「
20
年
間
の
暫
定

利
用
の
施
設
整
備
に
20
億

円
も
か
け
る
の
か
」
と
批

判
を
浴
び
、
頓
挫
し
ま
し

た
。グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

は
、
30
年
も
の
計
画
に
も

か
か
わ
ら
ず「
素
案
」

に
対
す
る
説
明
会
や

意
見
集
約
は
、
わ
ず

か
4
か
月
で
、
策

定
後
は
報
告
会
も
行

わ
な
い
姿
勢
で
す
。

「
住
民
参
加
・
住
民

合
意
は
不
可
欠
だ
」

と
い
わ
い
桐
子
区
議

は
語
っ
て
い
ま
す
。

※
「
高
島
平
地
域

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

②
」
以
降
で
は
、
最
大

３
２
３
億
円
の
総
事
業

費
、
高
島
平
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
板
橋
版

モ
デ
ル
な
ど
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
く
予
定
で

す
。

連載〈3〉

いわい桐子区議

「高島平地域グランドデザイン」①

旧大山小学校跡地を視察する山内えり区議 旧高島平七小
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気楽にお電話ください

〈4〉いたばし元気帳

いわい桐子事務所
高島平 7–20–17– 102
℡ 6904–0448

大田伸一事務所
前野町２–27–８　
℡３５５８–７３１０

かなざき文子事務所
双葉町６–12　　
℡３９６１–９７７１

吉田豊明事務所
成増１–５–24　
℡３９７５–５５０６

小林おとみ事務所
本町 30–５　
℡３９６２– ７３８２

竹内愛事務所
高島平 7-20-17- 102
℡ 5997- 0788
徳丸事務所　徳丸２－２８－２
℡５９２０－４１３０

松崎いたる事務所
小茂根２-２７-11　
℡ 5965- 1550

荒川なお事務所　
かみいたセンター 常盤台4-35-4
℡ 3934-5016
坂下事務所 坂下 1-26-11-101
℡ 3960-8530

山内えり事務所 
大山東町５９－６ 
℡３９６２－０１８８

こ
れ
ま
で
無
料
だ
っ

た
区
内
の
小
・
中
学
校

の
体
育
館
、
校
庭
、
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
開
放
教

室
、
武
道
場
の
利
用
が
、

今
年
４
月
か
ら
有
料
化

さ
れ
ま
し
た
。
原
則
と

し
て
、
少
年
・
少
女
団

体
は
全
額
免
除
、
障
害

者
や
高
齢
者
団
体
及
び
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
は
５
割
減

額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

見
直
し
の
理
由
は
、

「
事
業
目
的
の
明
確
化
、

使
用
の
公
平
性
の
確
保
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化

を
図
る
」
と
い
う
も
の

で
す
。

学
校
は
教
育
施
設

学
校
施
設
は
、「
地
域

住
民
の
生
涯
学
習
等
の

発
展
に
寄
与
す
る
」
と

し
て
、
無
料
で
提
供
し

学
校
教
育
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
開
放
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

一
般
の
公
共
施
設
の
利

用
と
は
別
の
考
え
で
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
登
録
要
件
に

「
10
名
以
上
で
構
成
さ

れ
て
い
る
団
体
」
と
明

記
さ
れ
た
た
め
、
少
人

数
で
活
動
し
て
い
た
グ

ル
ー
プ
は
利
用
そ
の
も

の
が
困
難
と
な
っ
て
い

日本共産党板橋区議会議員団 　
板橋区板橋 2-66-1　℡ 3579-2717

区では、ごみ出しが困難
な高齢者・障がい者を対象
に玄関先までごみを取りに
来てくれるサービスを行って
います。
可燃ごみは週 2回、不燃
ごみは週1回。現在 850 世
帯以上が登録・利用してい
ます。登録申込は清掃事務
所で行っています。

板橋東清掃事務所
☎3969-3721
板橋西清掃事務所
☎3936-7441

『�高齢者・障がい者世帯の
戸別収集』

ま
す
。

住
民
不
在
の
押
し

付
け
は
許
さ
な
い

日
本
共
産
党
区
議
団

は
、「
使
用
料
の
新
た
な

徴
収
や
減
免
対
象
を
規

定
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
地
域
や
利
用
者
と

の
協
議
、
検
討
が
十
分

な
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
」
と
し
て
10
月

27
日
の
本
会
議
で
条
例

改
正
に
反
対
し
ま
し
た
。

使
用
料
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
板
橋
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
学
校
施

設
開
放
事
業
の
見
直
し

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

学
校
施
設
の
使
用
が
有
料
化


